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判
的
年
度
予
算
史
上
最
高
を
一
本
す

水
道
圏
保
会
計
と
も

七
億
七
千
六
百
余
万
四

一一-
昭
和
四
士
一
号
?
算
な
ど
土
ハ
誠
実
を
審
議
す
る
第
二
回
定
評
議
会
は
、
去
る
三
一
月
十
一
日
六
洗
町
役
場
に
招
集
さ
れ
、
同
月
一
一
十
一
百
ま

で
士
一
日
間
の
会
期
を
決
定
、
慎
重
な
審
議
と
活
発
な
襲
応
答
が
な
さ
れ
た
結
果
、
会
議
案
は
原
重
り
可
決
と
な
り
手
荘
。
本
会
議
第
一

日
の
十
一
白
の
午
後
、
加
藤
町
長
よ
h
u
、
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
編
成
の
基
本
方
針
説
闘
が
別
掲
の
通
り
一
付
わ
れ
、
二
日
間
休
会
の
あ
と
十
四
日

十
五
日
の
両
日
に
わ
た
れ
日
、
町
政
全
般
お
レ
舎
新
年
度
予
算
内
容
に
つ
い
て
会
体
質
問
が
真
け
ん
に
な
さ
告
白
ち
、
新
予
算
に
つ
い
て
は
、
各

関
係
常
任
霊
会
仁
付
託
さ
れ
、
士
官
以
降
そ
れ
ぞ
れ
部
聞
に
内
容
の
検
討
が
さ
れ
た
の
ち
、
震
終
日
の
二
士
百
の
本
会
議
に
お
い
て
、

令
議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
注
目
の
四
十
三
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
で
六
億
七
百
九
万
八
千
円
、
水
道
企
業
会
計
で
一
一
一
千
一
一
一
百
四

士
一
万
一
手
町
屋
健
康
保
険
員
会
計
で
一
億
一
一
手
耳
目
八
十
五
万
九
千
円
、
合
計
七
億
七
主
ハ
百
一
手
七
万
九
千
円
の
大
洗
町
は
じ
ま
っ

て
以
来
の
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。
門
写
真
は
融
会
官
、
問
問
籾
す
る
加
藤
町
長
】

属
長
作
物
の
生
産
グ
ル
ー
プ
と
共
販
体

制
の
問
題
は
、
急
速
に
は
難
し
い
点
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
農
協
を
中
心
と

一
し
た
組
織
づ
く
D
と
強
化
に
努
め
た
い

一
と
存
じ
ま
す
。
最
近
増
え
つ
つ
あ
り
ま

一
す
兼
業
燦
家
の
笑
顔
と
土
地
利
用
卦
融

一
は
、
町
に
と
り
ま
し
で
も
緊
急
な
問
題

り
ま
す
。
現
在
出
岸
壁
づ
く
り
の
た
め
の
一
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
は
力
を
入

岩
隙
爆
破
と
土
地
造
成
の
た
め
の
埋
立
一
れ
て
行
く
考
え
で
あ
h
u
ます。

事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新
一
商
工
関
係
で
は
経
営
の
近
代
化
と
合

年
宮
L
は
一
壁
ハ
千
万
円
の
予
算
を
以
一
理
化
が
緊
要
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
為

っ
て
南
防
波
鑓
の
延
長
及
び
障
壁
と
斜
一
の
庖
舗
改
造
、
自
治
金
融
制
度
の
資

路
が
継
続
で
仔
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
一
金
斡
旋
、
亦
、
商
庖
街
の
共
同
事
業
で

す
。
次
に
本
年
、
水
産
セ
ン
タ
ー
の
一
一
あ
る
街
路
灯
設
健
資
金
の
利
子
補
給
等

環
と
し
て
喜
で
魚
市
場
冷
建
設
す
る
一
商
工
会
を
中
心
と
し
豪
興
対
策
差

万
葉
」
あ
り
ま
す
が
、
愈
々
待
望
の
浴
五
五
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
尚
、
今

湾
利
息
彊
も
商
近
で
あ
る
と
思
い
ま
一
惨
?
相
制
さ
れ
る
観
光
と
原
研
の
容
に

す

。

一

即

応

す

る

依

樹

、

鹿

島

線

の

室

内

溺

に

伴

次
に
農
業
の
振
興
対
策
で
あ
り
ま
す
一
う
商
底
街
の
計
画
等
は
、
重
要
課
題
と

が
、
先
づ
第
一
に
選
滋
整
備
の
点
で
あ
一
し
て
真
剣
に
取
組
ん
で
行
か
ね
ば
な
ら

り
ま
す
。
町
の
水
田
は
既
に
六
八
パ
1
~
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
ト
改
良
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
一
観
光
に
就
き
ま
し
て
は
、
一
日
も
息
一

後
残
さ
れ
た
地
区
の
推
進
を
国
り
た
い
一
〈
一
期
迎
か
ら
脱
皮
し
て
一
一
一
期
迎
の
突
一

と
用
品
い
ま
す
。
農
道
の
柊
備
も
重
姿
で
一
明
白
を
由
る
こ
と
が
当
面
の
巴
襟
で
あ
り
一

あ
り
手
レ
て
、
本
告
宅
継
続
し
亡
行
一
ま
す
が
、
今
臼
で
は
徐
々
に
そ
の
機
巡
一

な
う
考
え
で
あ
り
ま
す
。
畑
地
利
用
の
一
が
勧
き
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一

た
め
に
は
交
通
、
自
然
、
施
設
、
サ
ー

ビ
ス
等
幾
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
が

産
業
と
環
境
の

基
盤
確
立
を
め
ざ
し
て

加
藤
町
長
編
成
方
針
を
説
明

一
、
町
政
の
混
念
と
釜
本
構
想

只
今
か
ら
闘
相
四
十
三
年
度
の
予
算

に
就
い
て
説
明
芋
υ
ま
す
。
町
政
が
町

由
一
民
の
た
め
の
も
の
で
あ
D
、
出
来
る
だ

O
一
け
町
民
の
怠
志
を
反
駅
レ

τ行
な
わ
れ

2
一
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
一
本
つ
迄
も
あ

月
一
り
ま
せ
ん
。
最
近
、
国
連
か
ら
発
表
さ

4
一
れ
た
も
の
に
依
れ
ば
四
つ
の
条
件
が
あ

揮
一
る
。
即
ち
安
全
、
保
健
、
利
便
、
快
適

g
一
乙
れ
が
近
代
的
な
都
市
づ
く
D
の
基
本

4
一
で
あ
る
と
一
玄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
共

和
一
は
以
前
か
ら
、
こ
ろ
じ
た
B
擦
を
立
て

昭
一
て
努
力
し
て
来
た
積
り
で
あ
り
ま
す
。

一
人
闘
が
快
適
な
毎
B
の
生
活
を
送
る

一
為
め
に
は
先
づ
経
済
力
の
問
題
が
あ
り

〉
一
生
活
す
る
地
域
ど
し
て
は
翠
伺
の
問
題

寸
一
が
あ
り
ま
す
。
経
済
力
の
器
投
と
し
て

t
t一
産
業
開
発
の
点
を
申
上
げ
ま
す
と
、
水

一
一
段
関
係
で
は
先
づ
大
出
港
の
建
設
で
あ

万
八
千
円
、
自
己
負
担
金
一
億
三
千
一
一
一
の
に
絞
っ
亡
行
き
た
い
と
考
手
」
お
h
u
一

百

九

十

万

八

千

弔

お

り

手

レ

て

約

三

一

ま

ず

@

一

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
り
ま
す
。
こ
れ
で
一
比
の
伯
、
本
年
度
は
財
接
収
〈
を
一
四

考
え
て
見
詳
レ
て
も
、
現
在
の
市
町
村
一
億
一
字
主
臼
五
十
万
円
見
込
告
訴

財
政
で
は
、
巨
額
な
町
品
単
独
の
事
業
と
一
り
ま
す
。
こ
れ
は
会
く
の
自
円
爾
顕
で

い
・
つ
も
の
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
と
一
語
一
あ
り
ま
し
て
、
最
岳
、
心
議

-EM

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
a

一
で
あ
D
ま
す
。
た
戸
幸
い
な
説
明
に
は
、
一

一
回
一
、
防
財
政
の
現
状
と
将
来
一
四
士
産
度
に
聖
レ
高
建
設
一

緒
て
、
今
迄
申
古
手
レ
た
歳
出
に
一
殆
ど
手
を
つ
手
に
残
っ
て
お
芸
一

塁
フ
歳
入
の
震
と
フ
で
あ
る
か
と
一
す
。
こ
れ
を
四
土
語
度
に
繰
越
し
、
一

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
今
度
の
予
一
乙
れ
と
併
せ
て
、
何
と
か
こ
の
背
υ
い

算
編
属
に
当
り
ま
し
て
績
も
昔
、
心
を
じ
一
財
政
維
を
乗
り
切
ろ
っ
と
考
え
て
お
h
u『

た
の
は
財
源
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
先
一
ま
す
。
比
の
機
会
に
町
有
地
の
取
得
と
一

づ
一
般
財
源
と
も
一
事
フ
ベ
長
前
税
と
交
一
処
分
関
係
を
申
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
一

付

税

で

あ

り

ま

す

。

前

税

は

末

年

度

八

一

ま

す

。

一

圭
八
十
八
万
九
千
円
で
あ
り

tて
、
)
大
襲
辞
前
に
取
得
年
街
有
一
龍
一

前
年
度
に
銘
じ
主
ハ
亘
心
力
円
の
場
、
一
一
芳
八
千
五
白
四
十
九
坪
で
、
乙
れ
は
一

比
の
比
率
は
こ
四
パ
ー
セ
ン
ト
。
一
ド
ン
ド
ジ
山
と
磐
船
山
で
あ
り
ま
す
。
一

主
な
る
も
の
は
町
民
翌
九
百
六
十
一
合
併
護
管
長
室
は
奇
回
γ
一

万
円
固
定
重
税
一
一
三
百
六
十
三
一
五
百
八
十
三
宅
、
乙
れ
最
は
震
で
芸
あ
あ

一

万内経壁{自皇臼息
ι動劇輩由車皇単罰酎税智伺包中宣旦一平五万五一
hりν奪
ず
弐
ι

乙の合軒陛九万互一コ一手苧五嘉一百臼一

千苫向電襲気努ガ受ス量塑ハ曾百

E高…警等警
で
あ
雪
り

ft
豆
一
し
主
#
た
~
町
有
富
控
常
狩

5
3
ジ器ド

5シ益
望
一
一
主
完
一

て
丈
、
撃
算
震
額
の
2}コ三一コ三夫ニ夫一只パ
1
セ
歩
シ
ト

ι
に

ι一豆
亘
真
ハ
十
高
坪
、
こ
れ
議
案
険
セ
ン
タ
一

.

当

り

ま

す

。

交

付

税

は

一

億

盟

主

l
用
地

tて
、
社
会
福
校
翼
団
一

私
書
比
較
的
雲
れ
た
立
地
条
件
を
一
き
ま
す
。
-
千
五
夫
十
五
万
九
千
円
、
企
雲

2
3
5
3
8
0パー
す
ま
し
た
が
、
前
年

Eし
千
五
一
へ
、
亦
、
震
で
一
主
主
主
、
一

言
に
手
レ
、
県
立
公
園
か
喜
一
次
に
環
境
警
の
面
高
し
上
宮
一
で
あ
る
水
道
喜
一
一
手
一
一
首
里
一
一
セ
ン
ト
で
あ
る
の
長
し
、
投
露
経
一
百
万
円
の
雪
定
し
て
お
り
を
て
一
乙
れ
は
量
五
十
一
震
の
バ
イ
パ
ス
一

語

公

悶

着

す

る

会

事

一

Z、
先
立
場
警
は
都
市
計
思
一
万
一
一
千
円
、
合
自
主
ハ
喜
一
十
一
喜
重
翼
音
響
一
実
千
一
此
の
喜
一
七
パ
1
セ
シ
ト
、
撃
一
周
智
し
五
設
省
へ
分
摂
レ
た
喜
一

替
予
言
あ
る
と
思
っ
て
一
る
寄
バ
イ
パ
ス
の
建
設
が
章
、
本
一

5
5
3す。
譲
こ
ん
一
貫
十
一
一
芳
一
千
里
ハ
O
パ
1
セ
一
震
の
一
六
パ
1
セ
シ
ト
に
主
で
あ
り
一
此

2
2
2
2一

お
り
ま
す
。
な
お
原
研
の
建
設
も
覇
一
室
長

T
Zあり
ま
一
妻
帯
し
た
か
と

E
Z、一
ジ
ト
を
占
め
て
お
ま
。
一
す
。
結
局
、
一
般
一
審
総
予
算
額
の
一
で
あ
り
ま
す
語
、
乙
の
伊
章
一

言

2
2
5
2す
。
霊
室
・
棄
は
、
現
憲
一
一
般
会
計
の
中
立
一
億
平
方

2
一
菜
、
震
に
な
っ
て
お
ま
庁
一
二
九
パ
1
セ
ジ
ト
で
あ
り
ま
す
正
の
一
塁
。
十
六
一
間
一
王
ハ
坪

Ja一

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
開
発
の
一
良
と
舗
装
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
一
育
費
で
あ
り
ま
し
て
、
予
算
の
罰
を
一
舎
の
建
設
、
末
年
度
と
来
年
度
の
二
一
他
に
前
年
度
と
同
じ
〈
ゴ
ル
フ
湯
の
娯
一
町
民
の
住
宅
用
地
と
国
鉄
等
へ
係
書
一

一
つ
の
拠
点
に
な
っ
て

Zき
っ
一
年
度
最
重
工
事
事
定
さ
れ
て
一
宮
て
お
り
、
此
の
中
島
君
主
一
年
継
続
妻
と
し
て
計
画
し
、
産
一
議
需
用
察
署
万
円
入
主
と
し
て
春
一
て
お
り
ま
す
。
喜
一

一
お
り
手
。
国
道
義
バ
イ
パ
ス
の
延
一
富
十
五
一
夜
の
肪
震
舎
建
設
費
、
一
度
は
敷
地
の
建
言
語
章
一
す
。
菜
、
京
三
塁
七
百
二
五
と
、
現
在

5
5山
、
語
一

一
長
も
、
地
主
の
警
ん
か
ら
の
協
力
じ
一
智
大
貫
小
の
九
千
三
百
七
十
秀
一
一
一
一
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
水
産
セ
一
土
万
一
二
千
円
、
県
官
主
一
百
七
十
一
望
一
万
四
千
九
百
八
十
語
、
震
一

一
依
っ
て
買
を
覇
に
章
、
本
年
か
一
千
円
、
富
小
の
四
千
十
八
万
円
、
夏
一
ン
タ
1
の
建
設
は
補
助
長
僚
で
予
算
一
五
万
九
千
円
、
合
計
一
貫
主
主
一
で
五
万
一
二
千
号
九
十
一
二
坪
、
合
宅
一

ら
建
一
設
に
入
る
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
一
票
の
五
主
百
五
土
ハ
万
五
千
円
、
一
を
組
み
、
起
僚
の
償
還
は
襲
使
用
笠
万
二
千
円
孝
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
万
八
千
四
百
八
十
二
議
っ
て
お
り
、
一

一
町
道
の
側
溝
補
修
は
本
年
度
も
実
施
し
一
合
計
一
億
九
千
一
一
一
百
五
十
万
八
千
円
が
一
買
っ
て
当
て
る
こ
と
に
ぞ
ま
し
こ
れ
ほ
主
と
し
て
堕
裏
舎
の
工
事
費
一
此
の
他
に
ゴ
ル
フ
青
空
会
話

一
て
行
〈
考
え
で
あ
り
亦
、
年
々
加
し
ミ
合
ま
れ
で
す
ま
す
。
一
時
亦
、
李
は
朋
治
百
年
に
当
っ
て
京
産
セ
ン
タ
ー
建
設
費
等
の
補
助
金
で
互
の
ま
ま
礎
管
て
あ
り
ま
す
。

一
な
っ
て
い
く
交
通
安
全
対
策
も
、
話
一
今
年
度
の
予
算
の
特
徴
と
し
て
は
継
一
お
り
ま
す
の
で
、
菱
重
と
し
三
あ
り
ま
す
。
一
今
一
審
の
震
が
と
つ
な
る
か
と
い

を
て
実
施
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
一
腕
前
妻
、
義
務
署
、
負
担
金
等
一
明
治
記
念
舞
官
営

Z
P一次
に
起
債
で
あ
り
ま
す

2年
度
一
ぅ
ζ
と
で
あ
り

5語
、

学

校

一
教
育
に
聾
〔
}
ま
し
て
は
懸
案
事
項
が
一
が
非
常
に
家
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
一
の
建
設
と
記
念
蓄
を
計
画
し
た
次
主
八
千
ニ
百
四
十
万
円
事
定
し
て
お

L
道
路
、
庁
舎
等
と
、
滋
ニ
、
一
尋
問
は

一
大
分
あ
り
季
け
れ
ど
、
本
年
度
は
大
一
り
ま
ナ
。
即
ち
継
続
事
業
と
し
て
は
大
一
で
あ
り
ま
す
。
一
ま
す
。

ζ
れ
は
撃
算
の
一
一
一
月
1
セ
一
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
と
思
い
ま

一
員
、
義
、
語
、
三
つ
の
小
学
校
の
一
話
、
聖
書
ニ
校
、
国
道
、
都
市
一
警
総
括
的
に
本
年
度
の
重
点
茎
ン
ト
に
当
り
ま
す
。
そ
の
主
な
る
も
の
子
。
然
し
、
来
年
度
か
ら
は
容
の
閤

一
防
護
舎
建
設
に
全
力
を
挙
げ
る
考
え
一
高
道
路
、
県
道
等
の
自
己
負
担
金
約
一
を
臨
め
て
み
ま
す
と
、
次
の
還
り
で
あ
一
は
、
寄
港
建
設
事
業
、
防
護
合
主
護
憲
も
逐
次
見
込
め
ま

Z、
出

EDま
す
。
色
々
申
主
げ
卓
出
し
た
一
九
千
習
万
円
、
義
務
的
経
費
と
し
て
す
ま
す
。
五
費
、
水
産
セ
ン
タ
ー
建
設
費
等
で
あ
一
来
る
だ
け
財
政
の
確
立
を
回
り
な
が
ら

一
が
、
管
室
も
非
常
に
大
事
で
す
一
は
国
保
、
水
道
、
衛
生
プ
ラ
ン
ト
等
約
一
大
洗
号
室
竺
壁
ハ
千
万
円
、
一
り
ま
す
。
懸
案
に
な
っ
て
い
る
課
題
案
事
長

ま
し
て
戸
に
そ
の
一
悲
喜
っ
て
一
二
千
二
百
万
円
、
防
災
霊
負
担
金
と
百
己
負
担
金
一

δ
パ
1
セ
シ
ト
主
主
警
震
に
就
い
て
申
上
げ
ま
す
と
一
い
と
考
一
え
て
お
り
ま
す
。

一
す
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
な
お
一
腐
し
て
一
英
男
患
の
支
出
で
あ
り
ま
一
一
一
百
万
円
、
望
室
長
億
九
千
四
十
三
霊
堂
想
え
そ
で
、
合
計
一
以
上
、
本
年
度
の
予
空
襲
五

一
そ
の
盤
備
に
君
、
管
理
俸
制
の
強
化
一
す
。
従
っ
て
新
規
事
来
は
手
控
え
ざ
る
一
一
二
百
五
十
万
八
千
円
、
負
担
金
二
八
パ
一
二
億
五
千
七
百
一
平
九
万
一
二
千
官
主
要
を
説
明
致
レ
ま
し
た
が
、
町
の
予
算

一
と
事
務
の
効
率
化
に
よ
っ
て
震
に
一
喜
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
一

1
セ
ン
ト
五
千
里
一
王
手
力
八
千
円
一
り
ま
す
。
今
年
の
公
律
義
は
千
七
一
は
一
家
に
と
り
ま
し
で
は
、
言
議

事
る
サ
ー
ビ
ス
化
に
努
め

τ行
き
た
一
色
嘉
を
編
成
す
る
に
当
り
詳
レ
て
一
庁
舎
一
手
万
円
負
担
金
一
一
千
万
円
、
一
室
一
土
ハ
万
八
千
守
あ
り
色
て
、
一
計
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
執
宣
言

一
い
と
存
じ
ま
す
。
一
は
、
経
常
的
経
費
量
審
議
品
支
援
セ
ン
タ
ー
四
千
再
選
担
金
二
一
一
般
財
源
で
あ
る
一
徳
八
千
四
百
卒
し
て
は
、
出
来
る

E匹
そ

出

来

一
一
一
、
編
成
の
璽
点
と
主
な
顎
鎌
一
約
に
努
め
、
投
資
的
響
楽
に
換
点
を
お
一
で
万
円
、
窓
口
改
替
の
た
め
の
機
械
化
一
八
万
九
千
円
の
一
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
即
一
る
だ
け
効
滋
的
に
額
放
し
、
以
っ
て
町

一
先
づ
規
模
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
一
い
た
積
り
で
あ
り
ま
す
。
型
経
常
的
有
品
一
一
一
百
十
七
万
円
、
富
グ
ラ
ワ
ン
一
主
主
ハ
百
九
十
コ
万
七
千
里
認
め
瓦
の
信
頼
に
変
た
い
と
悲
し
て
お

一
は
一
般
会
計
主
ハ
億
七
百
九
天
千
円
一
経
費
は
主
と
し
て
人
件
費
、
物
袋
、
一

P
四
百
五
十
万
円
、
重
金
一
一
一
百
五
十
王
れ
る
の
で
、
米
菜
だ
余
裕
は
あ
る
一
り
ま
す
。
葬
喜
舗
を
お
麟
む
ぜ

一
特
別
余
計
で
あ
る
国
保
事
業
は
一
億
一
一
一
一
公
債
総
、
そ
の
他
で
総
額
二
億
四
千
百
一
万
円
、
合
計
響
楽
周
到
四
億
一
一
千
百
十
七
一
わ
け
で
す
が
、
出
来
る
だ
け
緊
婆
な
も
一
説
明
を
終
り
ま
す
。

歳出

2.9% 
1.，9 
1.8 
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254，180 
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し
ょ
し
ょ
建
設
に
着
手

一
昨
昨
年
は
げ
レ
い
誘
致
巡
闘
を
展
開

し
、
当
町
祝
町
ド
ン
ド
ン
山
の
町
有
池

に
建
設
決
定
を
み
た
、
簡
易
保
険
保
護

セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
は
、
そ
の
後
地

質
調
査
や
高
低
測
量
な
ど
終
了
し
、
去

る
一
月
武
藤
建
設
株
式
会
社
の
手
に
よ

っ
て
整
地
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
、
つ
い

で
去
る
二
月
一
九
日
、
前
郵
政
大
臣
の
郡

柏
一
先
生
を
は
じ
め
、
事
業
主
体
の
簡

易
保
険
」
事
業
団
加
藤
理
事
長
お
よ
び
町

内
関
係
者
多
数
参
列
し
て
、
盛
大
に
起

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

(
写
真
は
工
事
中
の
現
地
風
景
)

し、

地
元
の
協
力
に
よ
っ
て

常
習
水
害
地
を
解
消

大

賞

向

谷

原

地

区

築

堤

エ

事

本

月

完

成

ら

こ
の
堤
防
の
か
さ
上
げ
工
事
に
つ
い
一
総
額
建
設
省
負
担
で
行
わ
れ
ま
主
。

て
は
、
建
設
省
の
予
算
を
も
っ
て
、
地
一
地
元
の
関
係
者
か
ら
深
い
理
解
と
協

元
の
土
地
所
有
者
並
び
に
耕
作
者
の
協
一
力
を
寄
せ
ら
れ
、
本
工
事
が
ほ
ぼ
予
定

力
に
よ
り
、
本
年
一
月
起
工
し
九
十
日
一
ど
お
り
に
進
仔
レ
た
こ
と
は
感
謝
に
揺

聞
の
工
期
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
一
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
、
い
よ
い
よ
待
望
の
立
派
な
縫
↑

ζ
の
地
帯
は
、
毎
年
の
よ
う
に
水
害

坊
が
胃
十
五
日
完
成
員
び
と
な
り
一
に
あ
い
大
き
な
被
害
受
け
て
い
る
と

ま

し

た

一

ζ
ろ

だ

け

に

、

こ

の

築

堤

の

完

成

に

よ

・

一

最

近

、

町

内

各

家

庭

で

の

「

テ

レ

一

進

す

る

予

定

で

す

一

こ

の

工

事

の

内

容

は

、

築

堤

六

七

五

一

句

、

水

田

三

十

五

紛

、

畑

六

紛

と

人

家

-

一

師
、
取
付
補
強
二
、
主
五
師
、
黒
一
十
一
一
一
戸
が
安
泰
と
な
り
、
大
き
な
効
果
一
ピ
」
の
多
品
需
に
懇
く
な
っ
て
一
(
写
真
は
ド
ン
ド
ン
山
の
工
事
現
場
)

一

、

一

い

る

、

と

の

声

が

し

き

り

に

お

き

て

い

一

管
設
置
一
カ
所
、
水
路
付
替
四
五
二

m
一

を

あ

げ

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

に

な

り

一

一

一

一

ま

す

。

一

上

桂

川

口

同

一

一

一

師

、

下

部

船

員

十

五

眠

、

一

ま

す

。

十

一

【

躍

い

善

意

】

一
町
で
は
昨
年
以
来
、
那
珂
湊
市
と
二

高
さ
三

m
で

、

総

工

資

約

一

千

万

円

で

一

一

τょ
に
な
っ
て
、
「
テ
レ
ビ
」
中
堂
一
大
洗
聖
書
祉
協
議
会

竺
の
新
設
方
を
、

N
H
Kを
は
じ
め
民
間
一

O
金
一
、
六
六
六
円
也

九
一
放
送
各
社
に
要
請
を
し
て
き
ま
し
た
が
一
水
戸
市
十
軒
町
七
一
五

町一

N
H
K
が
そ
の
ト
ァ
プ
な
さ
っ
て
建
設
一
屋
久
雄
民

岬
一
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
大
洗
地
内
で
は
一

竺
磯
浜
町
お
台
場
の
高
台
に
、
那
珂
湊
地
一
「
昼
久
雄
と
ザ
・
ブ
ル
l
キ
ャ
ァ

剛
一
区
で
は
祝
町
ド
ン
ド
シ
山
の
高
台
に
そ
一
川
ノ
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
を
大
洗
育

剛
一
れ
ぞ
れ
場
所
が
き
ま
り
、
過
般
、
用
地
一
年
研
修
会
館
に
於
て
開
催
し
、
そ
の
益

醐
一
民
収
も
完
了
し
、
去
る
一
月
十
五
日
に
一
金
を
町
の
困
っ
て
い
る
人
遠
の
た
め
役

幽
一
着
工
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
工
事
授
は
一
立
て
て
-
く
れ
る
よ
う
に
と
、
右
の
寄
付

制
一
本
一
蔀
で
約
三
千
万
円
で
、
目
立
中
純
一
助
↑
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

州
一
か
ら
の
霞
伎
を
受
信
機
で
「
キ
ャ
y
一

側

一

一

O
味
噌
た
る
七
個

略
一
ヰ
ノ
」
し
、
こ
れ
冷
前
川
な
送
信
機
で
各
家
一

三

一

大

洗

町

磯

浜

町

九

八

O
番
地

ぷ
一
一
挺
に
送
る
仕
総
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

一

一

小

松

崎

山

間

選

民

~

一
完
成
は
六
月
下
旬
頃
に
な
る
予
定
で
一

町

一

一

去

る

四

月

二

日

永

前

火

災

の

摺

災

家

尚
一
す
が
、

ζ
れ
が
で
き
れ
ば
、

N
H
豆
の
一

繍

一

一

庭

に

対

し

右

の

見

舞

品

を

い

た

だ

き

、

制
一
テ
レ
ピ
間
像
は
グ
ン
と
良
く
な
る
こ
と
一

l

欄

一

一

即

刻

配

布

い

+

い

νま
し

た

一

酬

一

で

し

ょ

う

。

な

お

、

民

開

放

送

会

社

の

一

一

向
一
方
に
も
吏
に
陳
情
を
つ

3、
奏
会
一
ぉ
二
方
の
暖
か
い
善
意
に
対
し
、
衷
一

盤
部
の
チ
ャ
ン
永
ル
が
よ
く
つ
ツ
ル
ょ
た
心
よ
り
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
一

竺

に

、

、

同

じ

よ

う

に

中

継

搭

の

新

設

を

促

一

N
H
K
「
テ
レ
ビ
」
中
継
塔

お
台
場
と
ド
ン
ド
ン
山
に
建
設

あおお盟理14巴E哩島

学

び

の

駿

堂

相
っ
し
で
整
備

、

骨
問
機
浜
小
学
校
は
完
成
、
新
学
期
よ

り
新
校
舎
で
勉
強

さ
き
に
完
成
し
た
第
一
中
学
校
に
つ

づ
き
、
磯
ぶ
防
護
舎
の
第
二
期
工
事

も
完
成
し
、
い
よ
い
よ
新
学
期
か
ら
新

し
い
校
舎
で
勉
強
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
で
き
上
っ
た
新
校
舎
は
、
そ

の
裁
僕
の
大
き
さ
か
ら
い
っ
て
も
、
立

派
さ
か
ら
い
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
県
下

第
一
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
い
ま
旧
校

舎
の
解
体
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
昨
年
建
設
さ
れ
た
第
一
期
工
事
と

こ
ん
ど
完
界
主
窒
頭
ヱ
商
事
と
合
わ

せ
、
総
面
積
五
、
九
O
六
平
方
説
、
内

容
は
普
通
教
室
一
四
O
窓
寸
特
別
教
護
四

容
寸
職
員
室

2
2、
校
長
室
一
室
、
便

所
七
室
、
給
食
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
一
一
基

の
ほ
か
、
給
食
客
寸
保
健
室
、
放
送
室

機
械
室
、
用
務
員
室
な
ど
各
一
窓
で
こ

の
工
事
時
間
の
総
計
は
二
億
五
百
余
万
円

で
す
。
【
写
真
左
は
四
四
小
完
成
校
舎
】

女
大
寅
小
学
校
躯
体
工
事
建
蹴
中

混
在
第
一
期
工
事
の
実
施
中
で
す
が

四
十
三
年
度
実
滅
計
画
の
分
と
合
わ
せ

ま
す
と
、
総
関
積
二
、
八
九
四
平
方

m

で
内
容
は
、
普
通
教
室
一
七
室
、
特
別

教
室
三
窓
守
便
所
三
室
の
ほ
か
職
員
獲

校
長
室
、
図
書
窓
吋
放
送
室
、
保
健
室

給
食
室
、
浴
室
、
用
務
員
室
、
機
械
室

宿
直
室
、
変
電
蜜
な
ど
各
一
室
が
明
年

三
月
一
杯
に
で
き
る
予
定
で
す
。

【
要
真
下
は
大
貫
小
工
事
現
場
}

+
R
祝
町
小
学
校
、
明
年
一
一
一
月
草
冗
成

予
定
祝
町
小
学
校
で
は
、
総
一
間
一
積
九
九
O

平
方

mで
、
普
通
教
室
ハ
室
、
特
別
教

室
二
室
、
便
所
二
寒
の
ほ
か
、
職
員
室

校
長
室
、
放
送
室
、
給
食
客
寸
宿
直
室

機

械

窓

一

な

ど

各

一

賓

が

つ

く

ら

れ

る

こ

-

-

》
一
次
ー
な
ど
一
各
一
な
ど
で
、
大
貫
小
、
夏
一
で
、
そ
の
他
の
六
四
時
岨
数
を
ま
と
め
、

-tt
っ

て

い

ま

す

。

一

一

巴
一
海
小
、
祝
小
の
工
事
費
総
額
約
二
億
一
ニ
反
則
行
為
と
名
づ
け
、
反
則

k~人
を

喜
小
学
校
、
明
年
一
一
一
月
中
に
完
一
千
余
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
一
「
交
通
反
則
通
知
警
の
害
、

成

予

定

一

一

本
年
度
建
設
計
固
の
夏
海
小
学
校
工
盤
察
署
よ
日
お
知
ら
せ
一
は
や
く
合
理
的
に
撃
だ
け
の
手
雪

一

一

処

事

V
含
互
い
う
制
度
室
す
@
つ
ぎ

は
、
総
面
積
一
、
五
一

O
平
方
げ
で
普
一
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一

一

一

に

七

月

一

日

か

ら

み

な

さ

ん

が

交

通

途

霊

実

室

、

特

別

教

室

望

書

一

章

語

審

制

度

/

一

室

主

Z、
ま

づ

妻

京

長

三

室

の

ほ

か

、

職

員

祭

、

校

長

室

、

給

一

一

一
き
た
る
七
月
一
臼
か
ら
交
通
違
反
事
一
知
番
と
い
う
青
色
の
紙
醤
箇
伊
泣
き
れ

食

室

、

図

書

室

、

放

送

室

、

宿

直

室

、

一

一

一
は
、
交
通
一
反
則
制
度
に
よ
っ
て
取
俊
一
ま
す
。
こ
の
告
知
醤
の
内
容
に
は
住
所

保
健
室
ぺ
機
械
窓
、
給
食
山
エ
レ
ベ

I
一

一

一
わ
れ
ま
す
。
ま
づ
反
則
通
信
制
度
は
な
一
民
名
反
則
行
為
の
日
時
、
違
反
の
内
容

一
ぜ
?
で
き
た
か
、
ま
た
ど
ん
な
も
の
か
一
反
則
金
の
塑
語
の
金
額
及
び
選
本

み
な
さ
ん
も
す
で
に
む
承
知
の
よ
う
に
』
部
長
か
ら
の
通
告
を
受
け
る
期
日
、
揚

現
在
「
ス
ピ
ー
ド
違
反
」
、
」
E

駐
車
違
一
所
、
通
告
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
轡
い
て
あ

反
」
な
ど
の
交
通
違
反
事
件
は
す
べ
て
一

D
、
こ
れ
ぞ
告
知
と
い
い
ま
す
。

融
商
祭
、
検
祭
庁
、
そ
し
て
一
裁
判
所
の
一
一
一
一
欝
察
官
か
ら
滋
さ
れ
た
告
知
に
納
得

つ
の
役
所
を
経
て
、
処
理
さ
れ
て
お
り
一
さ
れ
、
異
論
が
な
け
れ
ば
告
知
山
町
に
硲

ま
す
。
そ
の
た
め
に
多
く
の
手
数
や
時
一
か
れ
て
い
る
反
則
金
額
を
茨
城
以
内
で

間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
特
に
自
動
車
一
は
、
日
本
銀
行
の
代
理
屈
で
あ
ゐ
常
協

な
ど
も
増
え
、
運
転
す
る
人
ら
増
え
ま
一
銀
行
の
本
自
か
支
底
、
ま
た
簡
易
局
以

す
の
で
、
そ
の
交
遜
港
反
事
件
の
処
理
一
外
の
ど
こ
の
郵
便
局
で
も
結
構
で
す
。

も
お
く
れ
、
違
反
し
た
人
も
何
か
と
不
一
そ
こ
へ
納
め
て
い
た
だ
け
ば
よ
い
の
で

使
を
感
じ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
こ
で
一
す
。
納
め
る
方
法
は
告
知
設
を
も
ら
っ

七
月
一
日
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
一
た
つ
ぎ
の
白
か
ら
数
え
て
七
日
以
内
じ

な
い
よ
う
、
交
通
途
反
の
う
ち
で
も
直
一
怒
祭
官
か
ら
渡
さ
れ
た
納
付
市
川
で
納
め

援
に
交
通
別
措
散
の
原
因
に
つ
な
が
る
熊
一
る
わ
け
で
一
す
。
こ
れ
を
仮
納
付
と
い
い

免
法
相
暗
肱
や
、
滴
よ
い
忍
転
、
そ
し
て
一
反
則
金
ぢ
お
さ
め
た
と
同
じ
扱
い
を
う

二
五
J
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
議
反
や
、
交
一
け
ま
す
a

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
鴨
川
一
重
な

理

猛

反

の

常

習

者

。

一

時

間

も

節

約

に

な

D
、
気
も
あ
せ
ら
ず

笑
際
の
交
通
事
故
は
、
い
ま
ま
で
の
一
安
全
運
転
に
心
が
け
る
事
が
出
来
ま
ず

+
刀
法
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
ま
す
。
一
方
一
こ
の
反
則
金
は
国
へ
納
め
ら
れ
、
交
通

こ
の
よ
う
な
危
険
も
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
一
安
会
設
備
、
た
と
え
ば
億
停
機
、
横
断

悪
質
で
も
な
い
あ
U
ふ
れ
た
交
通
滋
反
一
歩
道
橋
、
道
路
採
識
の
設
織
に
縫
い
、

開
を
と
れ
ば
一
時
停
車
違
反
、
信
号
滋
一
国
民
の
皆
さ
ん
か
}
交
通
事
故
よ
り
守
る

反
及
ぴ
ス
ピ
ー
ド
途
反
の
二
四
♂
以
下
一
の
で
す
。

/ 
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一
昨
年
幹
線
都
市
計
図
街
路
(
県
一

道
)
と
し
て
決
定
を
み
、
関
係
地
主
の
一

皆
さ
ん
よ
り
絶
大
な
る
と
支
援
と
と
協
一

カ
毒
て
、
昨
笠
ハ
月
章
一
と
な
う
た
一

大
洗
バ
イ
パ
ス
道
路
(
大
洗
保
健
所
前
一

か

ら

磯

浜

地

区

の

北

部

を

迂

伊

レ

て

東

一

婦

人

相

談

所

と

は

、

一

〈

ち

に

い

い

光

台

を

経

て

大

洗

海

俸

に

至

一

る

延

長

一

二

一

ま

す

と

、

婦

人

専

門

の

心

配

色

と

相

談

四
五
O
米

、

幅

員

一

六

米

〉

は

、

平

和

一

所

で

も

あ

り

、

実

情

に

よ

っ

て

は

無

線

建
設
K
K、
鈴
縫
工
業
K
K
の

二

社

に

一

で

宿

泊

生

活

で

き

る

保

護

施

設

で

す

。

よ

り

、

四

士

一

年

度

事

業

(

保

健

所

前

一

婦

人

の

方

益

面

長

ん

で

お

ら

れ

昭

和

田

十

一

一

一

年

一

一

斉

一

一

一

十

日

午

後

三

か

ら

東

光

台

ま

で

〉

の

完

成

を

い

そ

い

一

る

い

ろ

い

ろ

謹

留

に

つ

い

て

相

官

時
一
一
千
九
分
、
思
T

力

大

洗

研

究

所

に

で

お

b
ま

し

た

が

、

い

よ

い

よ

こ

の

五

一

応

じ

、

心

L
で
も
朋
る
い
健
康
な
枠
寵

建
設
さ
れ
て
い
る
材
斜
誤
験
炉
に
H

原

月

に

は

開

通

の

見

通

し

と

な

り

ま

し

一

一

が

で

き

る

よ

う

に

適

切

な

助

一

一

言

一

や

指

導

子
の
火
a
が

と

も

っ

た

。

た

。

ζ
の
道
路
が
開
通
す
れ
ば
、
年
。
一
i

一
章
行
な
い
、
ま
た
、
身
寄
り
の
な
い
も

こ

の

材

斜

試

験

炉

は

俗

に

「

原

子

炉

一

と

に

娼

加

す

る

観

光

客

、

特

に

海

水

浴

一

一

の

、

落

着

先

の

な

い

も

の

、

家

庭

へ

帰

を

つ

く

る

た

め

の

原

子

炉

」

と

い

わ

れ

一

時

期

の

車

輔

の

混

乱

は

い

ち

ぢ

る

し

く

一

一

る

こ

と

が

不

謹

宕

も

の

を

収

容

保

護

て

い

る

も

の

で

、

こ

れ

か

ら

建

設

さ

れ

一

緩

和

さ

れ

、

ま

た

一

方

、

夜

業

道

路

と

一

一

し

て

、

問

題

の

解

決

に

無

斜

で

協

力

す

る

原

子

炉

に

使

う

燃

料

や

材

斜

が

ど

の

一

し

で

も

大

い

に

役

立

ち

、

町

の

発

展

に

一

一

る

と

こ

ろ

で

す

。

よ

う

に

変

化

す

る

か

を

調

べ

る

こ

と

を

一

多

大

の

貢

献

を

す

る

ζ
と

が

期

待

さ

れ

一

兜

童

生

徒

の

遁

学

に

寄

与

一

O
砲
撃
の
仕
事
の
内
容

主

な

目

的

と

し

て

い

る

原

子

炉

で

す

。

一

ま

す

。

員

共

は

完

成

を

い

そ

ぐ

道

路

一

一

助

雷

指

導

Ez--相
談
内
容
が
ぞ
わ
'vt

将

来

我

山

川

田

の

電

力

供

給

の

主

力

と

な

一

の

一

部

〉

一

交

通

安

全

の

対

策

に

つ

い

て

は

、

国

一

や

県

を

は

じ

め

、

全

国

の

市

町

村

が

二

聞

き

、

よ

き

相

談

相

手

と

な

っ

て

、

長

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
発
電
を
目
的
一

0
1
i
H
H
i
n
t
-
b
H
u
i
H
f
i
t
h
H
H
i
u
u
n
h
H日
R
B
H
a
s
n
z
b
H
H
h
a
l
t
b
H
E
E
n
z
q
h
H

一
体
と
な
っ
て
、
現
在
強
力
に
い
ろ
い
ろ
一
期
に
わ
た
り
指
導
に
当
り
ま
す
。

と

し

た

原

子

炉

(

動

力

原

子

炉

)

の

研

一

一

一

ま

で

に

受

、

通

事

故

の

意

義

を

申

し

ょ

げ

一

な

施

策

安

打

ち

出

し

て

い

ま

す

。

一

鯛

李

・

2
3
相
談
の
内
容
に
よ
り
、
本

時

計

一

喝

時

計

一

「

交

通

事

故

に

福

音

」

一

軒

灯

油

諸

説

明

祝

日

開

封

計

七

一

位

持

つ

い

て

議

議

査

材

斜

試

絵

炉

は

、

農

業

、

工

業

、

医

療

一

一

大

体

次

の

よ

う

な

場

合

を

い

い

ま

す

。

↓

生

徒

が

も

っ

と

も

ひ

ん

繁

に

利

用

す

る

一

O
椙
談
内
容
は
秘
砲
を
守
り
ま
す

話

時

間

計

れ

れ

山

内

一

少

な

い

積

立

で

一

時

語

品

開

山

間

内

耳

持

日

説

明

日

間

一

向

判

計

七

日

記

時

炉

問

一

る
「
ラ
ジ
オ
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
」
を
生
一

l

，

l

l

一
る
事
故

9

一
側
、
祝
酎
防
凶
地
区
の
両
側
に
歩
行
者
宙
専
寸
用
一
考
資
料
と
し
ま
ず
.
一

d点幻町肘詰口品品持時パ討軒町軒引註訂釘誌一詰主叫吟許許イ日己r工
一
暖
か
い
保
陣
を
(
二
一
日
E一両円)三一⑧⑧開詩町詰時時時璃雪i受3は
i
時時軒野問関野幻鰐羽

メ
l
ト
ル
、
地
下
探
さ
二
三
.
五
メ
1
一

一

③

湘

遇

噌

行

中

の

自

動

車

等

又

は

電

間

車

平

等

と

一

が

急

ピ

y

チ

で

ヱ

事

伊

す

ず

め

て

い

ま

一

〈

食

、

住

，

j.2:.z... 
一
切
無
削
糾
糾
)
一

ト
ル
、
直
径
四
一
.
四
メ
l
ト
ル
の
丸
一
毎
日
と
な
く
交
通
事
故
の
騒
い
「
二
一
替
の
こ
と
わ
ざ
に
「
備
え
あ
れ
ば
、
一
す
。
〆
一
の
接
触
事
故
一
-
す
。
役
場
前
の
方
は
延
長
四
五

O
メ
1
一
収
容
保
態
2
2
7
当
所
で
長
一
期
に
収
容
を
一

い
「
ド
l
ム
」
型
の
原
子
炉
建
家
の
中
一
ュ
l
ス
」
を
新
闘
や
テ
レ
ピ
で
み
ら
れ
一
う
れ
い
な
し
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
町
で
も
町
民
の
皆
さ
ん
方
の
生
活
の
一
参
考
一
ト
ル
で
工
事
費
約
五
O
O万
円
、
祝
町
一
必
要
と
認
め
た
も
の
は
、
婦
人
保
護
施
一

央
地
下
の
部
分
に
あ
り
、
高
さ
一
・
玄
一
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
戦
争
の
一
一
旦
事
あ
る
と
き
に
、
平
常
か
ら
一
備
え
一
安
定
と
、
福
祉
増
進
に
大
い
に
役
立
つ
一

1
、
自
動
車
等
と
は
、
乳
母
車
、
児
一
の
方
は
延
長
一
、

Q
U
0メ
ー
ト
ル
で
一
設
若
紫
綬
に
収
容
保
設
し
ま
す
。
一

メ
ー
ト
ル
、
蔦
竺
メ
ー
ト
ル
の
原
子
一
き
び
」
岳
、
私
達
の
肌
に
つ
き
さ
さ
一
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
格
一
事
よ
も
の
と
考
え
、
皆
さ
ん
に
是
非
加
入
し
重
荷
一
一
一
輪
車
以
外
の
望
寵
を
さ
一
工
事
俊
一
、
一
一
一
五
O
万
円
で
一
ナ
。
四
月
婦
人
差
資
金
の
貸
付
E
S
-
-
県
問
題
一

炉
圧
力
容
器
の
中
に
組
立
て
ら
れ
て
い
一
る
よ
う
に
感
じ
ふ
託
、
私
達
に
も
い
つ
一
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ιつ
し
た
見
地
か
一
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
す
す
め
す
る
次
一
し
ま
す
。
中
に
は
完
属
す
る
予
定
で
す
が
、
乙
れ
一
宇
レ
か
つ
県
内
で
自
立
じ
て
更
手
匡
一

ま
す
。
一
一
小
宰
が
め
ぐ
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
一
ら
、
こ
ん
P
茨
城
県
市
町
村
会
が
主
催
一
第
で
す
。
乙
の
組
合
L
加
入
す
る
、
し
一

2
、
電
車
等
と
は
汽
車
や
常
取
の
よ
一
が
で
き
よ
れ
ば
一
般
安
行
者
は
勿
論
、
一
う
と
す
る
者
に
対
し
、
資
金
の
貸
付
を
一

昭
和
四
十
年
四
月
に
着
工
し
た
こ
の
一
ん
。
昨
年
中
に
大
洗
町
の
住
毘
の
皆
さ
一
と
な
り
、
「
変
通
災
害
共
済
組
ム
巳
が
一
な
い
は
皆
さ
ん
の
自
由
で
、
強
制
的
な
一
う
に
レ
l
ル
を
使
っ
て
走
る
取
締
一
自
制
夕
学
校
に
通
う
児
童
、
生
徒
二
千
名
一
し
ま
す
。
一

材
斜
試
験
炉
は
、
資
一
一
年
後
、
予
定
ど
一
ん
の
な
か
で
受
け
た
交
通
事
故
の
被
害
一
発
足
し
、
六
月
一
臼
か
ら
実
施
す
る
計
一
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
次
い
で
一
お
よ
び
ト
ロ
D
ー
を
い
い
ま
す
。
一
以
上
の
多
数
の
人
の
交
通
事
故
防
止
に
一
関
係
機
関
と
の
連
絡
あ
っ
旋
・
・

i
問
題
一

お
り
に
臨
界
に
遥

k~わ
け
で
す
。
一
一
者
は
、
死
亡
一
寸
重
傷
八
、
軽
傷
一

O
一
箇
で
、
い
ま
滋
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
¥
発
生
す
る
事
故
の
お
を
ろ
し
さ
を
思
っ
一

3
、
災
学
の
区
分
と
保
障
金
額
一
大
き
な
賞
献
を
す
る
乙
と
が
期
待
さ
れ
一
の
内
容
に
よ
り
、
関
係
機
関
へ
連
絡
レ
一

こ
れ
か
ら
翌
年
間
各
種
の
試
験
生
ご
と
な
っ
て
お
り
、
本
当
に
他
人
と
え
ず
。

ζ
の
組
合
は
一
旦
人
員
卒
一
た
と
き
、
あ
と
あ
と
の
備

Eて
、
鐙
一
災
害
区
分
保
事
額
ほ
ん
き
に
宣
言
レ
い
限
り
で
す
。
一
て
、
そ
の
解
決
に
努
官
事
。
一

室
し
、
さ
ら
に
約
一
年
間
の
試
用
期
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
と
足
っ
て
に
一
三
ハ
O
円
、
中
学
生
以
下
の
者
は
年
一
か
な
積
立
て
を
し
て
お
き
、
お
互
い
に
一
死
亡
主
場
合
五
O
万
円
一
(
写
真
は
完
成
を
い
そ
A
Y

工
事
現
場
)
一
摺
箆

mの
所

在

地

一

聞
を
経
て
、
昭
和
四
十
四
年
秋
か
ら
本
一
か
ら
も
、
益
々
事
故
は
増
加
の
主
著
}
一
一
人
一
一
門
H
U
一
円
を
各
人
か
ら
積
立
て
て
一
助
け
合
っ
て
媛
か
い
保
障
を
受
け
、
幾
一
令
洛
六
ヶ
月
以
上
の
傷
害
一
@
住
民
蛍
録
の
厨
出
は
十
四
臼
以
内
に
一
水
戸
市
部
骨
町
三

δ
五

一

格
的
週
一
審
開
始
す
る
予
定
で
す
。
一
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ら
い
、
こ
'
哲
人
ぞ
組
合
員
と
し
て
一
分
で
も
務
着
い
た
出
翠
で
毎
日
を
送
る
一
を
受
け
た
と
き
一

Q
刀
円
一
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一
電
公
ニ
)
盟
ハ
一
一
歪
(
主
巾
本
町
一

な
お
、
建
設
授
は
八
十
七
億
円
、
運
一
万
一
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
の
災
一
取
扱
い
、
加
入
し
た
日
か
ら
効
力
が
宛
一
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
す
す
め
い
を
一
番
一
一
一
ヶ
月
以
上
の
五
万
円
一
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や
一
ジ
ン
マ
1
ト

ぎ

一

転
経
犯
は
毎
年
約
十
七
億
円
を
必
婆
と
一
維
に
お
そ
わ
れ
た
と
き
は
、
本
人
は
勿
一
体
む
て
、
一
年
間
の
中
に
万
一
事
故
が
一
ま
す
。
一
会
裕
一
ヶ
月
以
上
の
二
万
円
一
町
内
転
居
、
役
帯
主
の
変
更
な
ど
さ
れ
一
棺
談
所
へ
は
役
甥
民
往
係
を
通
じ

τ↑

す
る
そ
う
で
す
。
(
写
築
は
立
波
に
兜
一
論
で
す
が
、
家
族
の
方
ま
で
暗
い
毎
日
一
お
き
た
と
き
は
、
段
高
五
十
万
円
ま
で
一
け
な
お
、
乙
の
組
合
に
関
す
る
事
務
は
一
金
活
一
週
間
以
上
の
五
千
円
一
た
方
は
お
忘
れ
な
く
届
け
で
ま
し
ょ
一
一
行
か
れ
る
か
、
ま
た
は
限
努
竹
か
れ

τ一

成
し
た
材
料
試
験
炉
〉
一
を
さ
さ
な
け
れ
ば
な
D
ま

せ

ん

。

宅

寝

室

が

も

ら

え

る

こ

と

に

な

り

ま

役

場

の

窓

口

警

取

扱

い

ま

す

。

参

考

一

番

一

週

間

蓄

の

ご

壬

円

う

。

一

も

き

つ

で

す

。

…1大
洗
パ

イ
ハ

ス
道
路

五
月
中
に
開
通
一
一
一

大洗原研の

材料試験炉に

ヂ原子の火寸ともる

~ ."・""""，，，''''''''''HHlllq!l1l11l1l“"υ.".

E 

書

量

E 

Z 
E 
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歩
行
者
専
用
道
路

ま
も
な
く
完
成

~ ? ~ ~ 

婦
人
の
串
せ
を
守
る

昭
和
四
十
三
年

安
題
担
金
ス
ロ
ー
ガ
ン

1
、
世
界
の
願
い
交
通
安
全

2
、
あ
な
た
は
今
安
全
運
転
を
し
て
い

ま
す
か

3
、
さ
あ
脊
だ
い
や
も
う
一
度
お
左

4
、
あ
そ
び
ま
せ
ん
こ
わ
い
く
る
ま
の

と
お
る
み
ち婦

人

相

談

所

/ 



漁
業
の
振
興
と
併
せ
て
、
品
山
偉
翠
来
従
一
柄

事
者
の
生
活
安
定
を
図
る
た
め
、
沿
岸
一

漁
業
構
造
改
善
事
業
の
政
策
が
打
ち
出
一

さ

れ

ま

し

た

。

一

大
洗
町
の
漁
業
協
同
組
合
も
こ
の
国
一

自

の

政

策

に

そ

っ

て

国

の

補

助

事

業

と

し

一

O

て
総
事
業
費
二
千
二
百
万
円
で
昨
年
九
一

2

月
に
か
ん
水
蓄
養
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
一

月
一
す
で
に
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
町
刑
判
一
沿
岸
の
小
却
一
紛
漁
業
、
沖
合
の
あ
ぐ
り
一
漁
業
の
生
産
は
着
実
に
伸
び
て
き
て
お
一
着
手
し
本
年
の
一
一
一
月
十
五
日
見
事
に
完
一

4
一
お
お
あ
ら
い
第
四
十
一
一
一
坊
で
お
知
ら
せ
ー
一
ま
き
嗣
治
茶
色
一
つ
に
わ
か
れ
て
お
り
一
り
ま
す
。
し
か
し
将
来
の
沿
岸
漁
業
の
一
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
の
建
設
一

年
一
し
て
お
き
ま
し
た
か
ん
水
お
必
セ
ン
次
一
ま
す
。
一
経
営
を
考
え
る
と
必
ず
シ
b

楽
観
で
き
一
に
よ
っ
て
大
洗
町
の
沿
俸
漁
業
の
将
来
一

g
一
ー
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
一
こ
の
中
で
沿
岸
の
小
担
船
漁
業
は
十
一
る
も
の
で
は
あ
幻
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
大
一
ー
に
明
る
い
光
を
あ
た
え
る
と
と
も
に
、
一

4
一
も
む
承
知
の
よ
う
に
大
洗
町
の
漁
業
は
一
年
前
に
一
一
一
つ
の
組
合
が
合
併
し
て
以
来
一
洗
町
漁
業
協
同
組
合
で
は
将
来
の
沿
岸
一
本
県
沿
岸
漁
業
の
振
興
に
大
き
な
希
石
一

和

一

漁

業

の

経

営

は

と

つ

あ

る

べ

き

か

と

い

一

に

な

る

こ

と

と

多

く

の

期

待

が

寄

せ

ら

一

昭

一

う

ζ
と
で
真
剣
に
研
究
し
た
結
果
、
ぃ
一
れ
て
い
ま
ナ
。
↓

一
ま
ま
で
行
な
っ
て
き
た
タ
ィ
、
ス
ズ
キ
一
さ
ら
に
刻
え
て
六
洗
町
が
観
光
地
で
一

一
ヒ
一
フ
メ
の
活
魚
は
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
一
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
大
洗
の
名
物
と
し
て
一

一
魚
を
欝
養
殖
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
獲
一
シ
ー
ズ
ン
に
は
遠
来
の
人
ぴ
と
の
旅
情
一

一
る
漁
業
か
ら
つ
く
る
漁
業
へ
の
転
換
で
一
を
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
一

一
あ
り
ま
す
幸
い
国
に
お
い
て
も
沿
岸
一
(
霊
は
完
成
し
た
セ
ン
タ
ー
υ

(4) 

県
下
随
一一..A

の
か
ん
水
畜
養

ン

タ

セ

らあおお

特
殊
事
情
の
子
供
に

児
童
扶
養
手
当
を
支
給

児
襲
墾
五
一
法
、
特
別
児
童
謀
議

記
当
司
法
に
よ
る
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
人
が
六
前
町
に
は
五
十
一
人
お
り

ま
す
が
、
乙
の
法
律
を
知
ら
ず
に
禾
請

求
の
方
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
受
給

一
資
格
が
あ
っ
て
も
諮
求
寸
歪
師
寺
t
舟
じ
な

輔
一
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
支
治
安

田
一
件
「
書
す
る
方
は
役
場
産
諜
民
生

4
一
係
へ
お
い
で
下
さ
い
。

関
一

ィ
、
父
母
が
婚
姻
そ
解
約
レ
た
児
童

ロ
、
父
が
死
亡
じ
+
~
児
童

ハ
、
父
が
廃
摂
の
状
態
に
あ
る
児
翠

ニ
、
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
滋

ホ
、
父
が
児
童
が
引
き
管
三
年
以
上

遺
棄
し
て
い
る
児
童

ヘ
、
父
が
法
令
に
よ
り
型
議
き
一
年

以
上
拘
蕪
さ
れ
て
い
る
児
童

ト
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
れ
た
児
童

な
の
で
父
の
な
い
児
童

チ
、
棄
児
な
の
で
父
が
い
る
か
い
な
い

か
が
明
ら
か
で
な
い
児
鐙

。
見
盤
挟
盤
手
当
一

1
支
給
嬰
件

四
百
災
保
険
料
報
告
欝

の

握

出

は

-

i
・
'
五
月
十
五
日
ま
マ
午

-i
一

本
年
四
月
一
日
か
ら
、
常
時
五
人
以
一

上
の
労
働
者
学
使
用
す
る
事
業
場
は
、
一

-

-

一

ず

ぺ

て

労

災

保

険

が

適

用

さ

れ

ま

す

。

一

ず

る

も

の

で

す

。

一

本

事

業

を

導

入

し

骨

骨

標

、

い

わ

ゆ

る

一

ゆ

ぐ

様

子

を

み

て

い

る

と

と

て

も

熔

し

一

一

一

一

一

保

険

制

刺

殺

告

替

は

、

従

来

の

加

入

事

一

こ
の
事
業
の
実
施
主
体
は
、
大
洗
町
一
共
同
利
用
方
式
が
普
及
達
成
さ
れ
れ
ば
一
い
こ
と
で
す
が
、
幼
い
エ
供
が
父
母
を
一
一

室
協
同
組
合
が
行
な
い
ま
す
が
、
こ
ア
台
農
家
の
労
力
は
大
幅
に
節
減
さ
れ
、
一
は
な
れ
、
そ
し
て
は
な
れ
ば
な
れ
に
生
議
場
論
、
重
種
事
費
、
一

一

一

一

五

月

十

五

日

ま

で

広

附

轄

の

労

働

基

滋

一

れ
を
広
域
に
普
及
進
展
さ
せ
る
た
め
、
一
余
力
は
他
の
部
門
へ
投
入
で
き
る
ζ
と

一

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

親

た

ち

、

そ

れ

ぞ

れ

や

一

一

一

一

一

監

督

署

に

提

出

し

、

ま

た

、

保

険

料

も

一

町
当
局
と
般
協
が
中
心
と
な
り
、
燥
な
一
に
な
り
ま
す
。
(
写
真
は
導
入
さ
れ
一
む
そ
得
な
い
何
か
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
一
一

一

一

一

納

付

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

C
れ一

ら

び

に

臨

開

業

改

良

普

及

所

な

ど

、

指

導

一

る

ト

ラ

ク

タ

ー

)

一

い

押

し

い

か

ぎ

り

で

し

た

。

会

の

人

主

一

を
さ
、
こ
の
霊
は
四
十
長
一
区
と
め
認
ら
れ
た
わ
け
で
、
将
来
更
に
石
関
主
体
と
な
っ
て
事
業
推
進
喜
一
一
言
、
世
の
中
の
片
す
み
に
あ
る
乏
を
怠
る
と
、
認
定
決
定
案
替
の
雪
一

カ
の
大
宅
一
フ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
性
能
一
員
室
長
選
か
る
も
の
一

3の
で

す

。

一

老

人

ク

ラ

ブ

の

一

施

設

露

の

あ

り

の

ま

ま

を

土

議

官

、

重

意

思

苦

言

一

の

高

い

燦

業

機

減

#

滋

入

し

、

機

械

の

一

で

す

。

一

農

業

機

械

の

議

入

は

、

四

十

五

馬

力

一

'

一

れ

ぞ

れ

何

か

を

考

え

さ

せ

ら

れ

ま

し

一

2
3

一

活
用
量
じ
て
警
高
方
法
長
し
一
農
業
技
術
が
た
い
へ
ん
撃
を
と
げ
一
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台
、
ト
ラ
ク
タ
一
奉
仕
と
活
動
一
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。
一
前
町
一
報
担
一
輔
の
町
一
比
一

大
洗
町
の
授
業
は
、
建
設
外
に
働
一
を
初
生
度
と
す
る
年
次
計
闘
で
、
稲
作
一
い
方
式
に
改
善
レ
、
稲
作
労
働
し
を
で
き
一
た
と
は
い
っ
て
も
、
農
業
の
労
働
力
が
了
箔
載
型
パ
イ
プ
ダ
ス
タ
ー
(
散
粉
一
一

ο祝
寿

会

議

長

佐

藤

栄

作

色

一

一

き
に
出
る
、
い
わ
ゆ
る
兼
業
農
家
事
一
機
械
化
実
験
集
落
の
設
置
を
実
施
し
、
一
る
か
ぎ
幻
一
切
り
つ
め
、
他
の
経
営
部
門
一
他
に
働
き
に
出
る
乙
と
が
多
く
な
っ
た
一
啓
一
台
、
ブ
ロ
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
ハ
施
。
大
蔵
会
(
余
震
警
高
)
一
道
路
語
、
環
境
衛
生
霊
震
を
一
男
四
十
三
一
竺
月
十
五
日
付
け
、
一

く
な
っ
て
き
て
い
手
伝
っ
て
律
一
き
へ
稲
作
、

5産
遂
事
業
を
一
へ
棄
な
労
力
安
で
き
る
き
に
た
め
、
個
々
の
農
家
単
位
の
経
営
奪
還
)
一
台
、
豊
富
一
亘
書
震
の
積
雪
一
基
主
会
で
長
し
、
町
内
の
要
所
に
殺
害
一
塁
四
高
号
室
長
喜
一

物
の
著
書
粗
放
化
の
告
が
あ
お

2事
を
進
め
て
お
り
手
。
一
す
る
も
の
で
、
豪
の
審
議
の
向

7
2
2、吉
生
産
力
議
亘
書
、
一
一
言
一
一

5
2一
贈
、
襲
安
へ
ぞ
う

Z
五
O
一
皆
え
に
よ
び
か
け
、

751Jζ
か
ら
、

Z
E一

ら
わ
れ
て
昔
、
必
ず
レ
も
従
来
の
よ
一
大
野
に
お
い
て
稲
作
の
生
産
力
至
上
を
は
か
る
も
の
で
す
。
従
っ
て
妻
一
め
る
こ
と
も
、
妻
所
得
を
伸
ば
す
こ
一
と
号
、
ら
喜
重
補
助
金
時
一
時
は
た
き
五
八
木
高
会
員
に
よ
一
面
つ
く
り
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
一

U
手

ら

ョ

一

品
生
産
の
増
大
を
期
待
し
難
い
お
そ
一
高
め
る
ζ
と
除
、
本
町
議
定
率
一
地
区
議
整
備
が
行
な
わ
れ
て
い
る
一
と
も
一
容
易
に
で
き
な
い
わ
け
で
す
o

一

国

・

県

・

町

あ

わ

せ

て

二

亘

一

一

本

万

一

品

震

の

事

奉

仕

。

一

一

マ

共

同

募

金

に

つ

い

て

。

一

れ

は

投

下

の

若

手

一

い

持

枯

れ

れ

臨

時

間

一

訪

日

日

時

間

一

の

民

十

時

間

胆

四

日

一

刊

誌

限

時

計

十

一

話

局

幹

F一
明

正

会

の

活

動

一

時

清

水

一

区

一

五

8同一

る
た
め
、
町
当
局
は
昭
和
空
一
言
一
め
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
の
二
五
祭
、
国
の
補
助
対
象
事
業
地
一
語
そ
統
ア
レ
た
り
章
、
語
、
代
一
介
主
主

Z、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
二
罪
主
、
不
幸
な
境
遇
の
た
め
親
か
一
茨
城
県
民
会
警
襲
撃
る
一
マ
青
少
年
相
談
員
に
つ
い
て
。

一

一

一

-

一

掲

載

も

れ

什

れ

打

川

日

計

計

円

引

討

刊

訂

引

勺

一

詩

的

前

十

時

間

世

間

臨

時

話

語

一

同

一

脱

出

訪

ね

詰

将

一

色

時

諮

問

昨

日

一

警

捜

根

本

宍

〈

辞

)

警
す
る
義
務
教
育
終
了
前
の
児
警
一
に
居
住
し
な
い
湯
合
は
支
給
さ
れ
な
い
一

2
支
給
の
制
限
一
紛
散
布
機
な
ど
を
利
用
す
る
機
械
化
体
一
せ
て
風
力
脅
す
る
も
の
で
、
百
一
記
に
「
幾
重
量
関
与
」
そ
こ
に
働
一
町
理
容
器
方
々
に
よ
っ
て
、
士
審
議
会
古
「
者
会

票
監
護
し
て
い
る
君
、
及
び
宗
一
長
給
月
額
一
①
受
給
資
格
者
ま
た
は
、
児
禁
公
的
一
系
で
、
大
き
な
高
体
の
力
に
よ
っ
て
一
の
散
布
能
力
は
約
四
十
紗
、
軍
機
は
一
く
職
員
の
方
々
の
整
理
仕
事
官
一
服
さ
れ
て
い
る
里
会
(
会
長
関
根
王
宮
つ
い
て
」
は
都
合
に
よ
り
次
回
掲

い
な
い
た
め
、
そ
の
他
宗
管
一
量
一
人
一
、
七
O
O円
一
年
金
給
付
言
る
こ
と
が
で
き
る
と
一
塁
勤
皇
賞
号
、
重
事
る
君
主
っ
て
若
手
ち
が
い
官
、
何
よ
り
事
く
思
い
き
た
。
こ
一
き
は
、

E優
秀
の
ま
富
一
裁
い
で
ま
す
。

て
い
る
場
合
言
れ
ま
す
。
児
童
一
人
二
、
四
O
白

一

言

給

さ

れ

な

い

。

一

伎

の

も

っ

て

い

る

欠

点

5
3一
ま
す
が
、
一
日
の
能
力
量
三
の
君
臨
空
自
や
官
僚
ぴ
一
成
団
体

t
Zの
蓄
が
認
め
ら
れ
一
犬
の
放
し
飼
い
は
よ

2
支

給

の

制

限

一

児

童

一

一

合

上

の

警

は

二

、

四

O
一
塁
護
軍
が
前
年
に
お
い
て
二
十
一

{ie一}
j

i

j

m

・

一

去

る

一

一

月

二

高

泉

戸

市

実

ど

と

よ

①
母
も
し
在
、
そ
の
他
の
受
給
資
格
一
白
に
そ
の
う
ち
二
人
議
長
章
一
六
高
量
一
人
に
実
日
一

~
j
i
-
-
;
i
j
j
j
j
i
j
i
J一
に
お
い

J
皇

室

主

し

ま

し

ょ

う

訪

問

訪

問

T
受
け
て
い
一

H
;四
只

肖

を

加

で

か

額

一

同

日

け

れ

肝

心

リ

ー

を

有

す

る

一

…

時

効

が

き

ま

ナ

ノ

・

一

一

点

終

日

付

鮎

十

と

む

努

L
h郡
山

目

白

砂

防

間

関

口

初

日

諸

諸

説

刊

一

O
特

別

児

童

扶

盤

手

当

一

持

続

諮

問

日

野

町

一

~

戦

残

者

弔

慰

金

請

求

期

限

は

五

月

ま

で

で

す

一

円

以

川

か

ら

敬

意

義

レ

た

よ

い

訪

れ

諮

問

日

比

人
に
つ
き
六
万
円
を
加
算
す
る
)
を
こ
一

1
支

給

要

件

一

得

笠

宣

言

は

支

給

さ

れ

な

い

。

一

一

一

一

ず

つ

な

い

で

飼

2ョ

3
3

M
M
T得
毒

す

る

と

喜

三

重

著

書

、

重

露

呈

@

受

給

資

格

者

の

票

獲

覧

弟

一

。

悶

和

四

十

年

四

足

百

現

在

、

戦

浪

者

の

撞

族

で

あ

り

な

が

ら

何

…

一

患

の

被

揮

に

す

。

一

児

(

日

常

生

活

に

お

い

て

、

常

時

の

監

一

納

妹

が

前

年

に

お

い

て

基

準

額

を

こ

え

一

ん

、

一

一

③

母

又

は

そ

の

他

の

受

給

資

重

の

扶

一

視

ま

た

は

介

護

憲

壊

と

す

る

程

度

の

一

る

所

得

毒

す

る

と

刷

り

処

遇

を

受

け

て

い

な

い

方

は

、

す

ぐ

綬

揚

民

生

係

ま

で

申

し

…

一

!

戦

翠

謀

議

抑

制

一

お

知

ら

せ

義

務

索

前

年

に

お

い

て

警

警

一

状

態

に

あ

る

二

十

歳

未

満

の

者

)

昇

一

ぃ

。

:

立

去

る

コ

璽

平

一

二

日

西

福

寺

に

お

い

育

費

百

か

ら

遣

の

サ

イ

レ

ン

Z所
管
肴
ず
る
き
は
支
給
さ
一
謎
ず
る
そ

gま
た

は

右

児

事

長

一

言

月

額

去

し

立

て

大

静

戦

没

者

霊

祭

高

是

一

吹

雪

ヲ

ム

の

時

期

が

午

前

五

れ
な
い
。
J

一
脅
し
て
い
ゑ
の
父
母
以
外
の
者
に
対
児
童
一
人
に
つ
き

{
{
i
J
2
2
{〈
〈

{
'
i
i
3
3
3
3
3
1
i
i、
{{iiiaE一
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
機
浜
、
大
震
時
半
に
警
ま
す
の
で
締
主
獲
さ
い

e:;;;!' 
7じ

成

j箱、 j
i作 j
i集 i
j団 i
!_. -tt:' .. 

j者;
i1疋 t

i進 j
j事 i
j業;

多
収
省
力
化
が
目
標

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
導
入

検
察
官
は
常
に
公
平
な
立
場
で
起
訴
一
夏
海
の
御
遺
族
の
方
々
一
一
百
名
が
参
列

不
起
訴
が
一
決
め
る
わ
け
で
す
J

が
、
た
く
一
さ
れ
、
戦
没
さ
れ
た
藤
愛
の
肉
親
へ
の

さ
ん
の
事
件
を
怒
フ
う
ち
に
は
調
ペ
が
一
一
想
い
を
偲
ぴ
、
平
和
の
よ
ろ
こ
び
を
か

充
分
で
な
か
っ
た
り
、
判
断
を
誤
る
場
一
み
し
め
慌
香
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

合
も
絶
対
に
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
一
町
長
、
町
議
会
議
長
、
県
知
事
、
県

す
。
そ
の
た
め
に
こ
戸
主
制
度
が
あ
逼
族
会
か
ら
弔
辞
、
慰
め
と
閉
ま
し
の

詐
欲
(
さ
ざ
)
お
ど
し
、
交
通
事
故
代
表
(
審
査
員
〉
で
な
り
た
ち
検
察
官
る
わ
け
で
す
。
一
挨
拶
が
あ
b
、
壮
厳
な
る
読
経
の
う
ち

な
ど
の
被
害
う
け
、
訴
え
た
が
議
が
起
訴
す
べ
き
害
柔
起
訴
に
し
た
審
査
会
は
被
答
者
や
、
義
人
喜
一
に
、
と
ど
こ
お
り
な
く
終
了
主
し
た

官
が
、
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
い
湯
合
、
乙
れ
を
改
め
一
さ
せ
る
よ
う
に
す
き
寝
入
り
さ
せ
な
い
た
め
に
不
服
申
立
一
終
了
後
、
問
所
で
一
遺
族
会
総
会
を
開

(
こ
れ
を
不
起
訴
処
分
と
い
い
ま
す
)
る
の
が
主
な
仕
事
で
あ
り
ま
す
。
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。
一
き
、
昭
和
田
十
二
空
度
選
族
会
決
算
、

ど
う
も
お
か
し
い
納
得
で
き
な
い
。
犯
罪
が
起
き
た
場
合
、
容
疑
者
を
起
審
査
申
立
に
は
費
用
は
一
一
切
か
か
り
一
四
十
三
年
度
予
算
、
事
業
計
画
を
審
議

こ
ん
な
不
掛
か
ど
こ
へ
訴
え
た
ら
よ
訴
す
る
か
は
、
い
ち
お
う
検
察
官
の
判
ま
せ
ん
y
霞
諮
や
手
紙
で
も
よ
い
の
で
一
し
ま
し
た
。

い
か
、
迷
っ
て
い
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
断
に
ま
か
さ
れ
る
わ
け
で
、
証
拠
が
売
す
が
り
、
気
穏
に
相
談
い
た
し
ま
し
ょ
一

か
、
そ
ん
な
と
き
「
検
察
審
査
会
」
に
分
で
な
い
と
き
、
夜
拠
は
充
分
で
も
容
う
。
一

相
談
し
て
下
さ
い
o

'

疑
者
を
処
節
す
る
に
あ
た
ら
な
い
と
考
連
絡
先
は
水
戸
市
大
町
水
戸
地
方
裁
一

検
察
審
査
会
は
選
挙
人
名
簿
か
ら
、
え
た
場
合
に
は
起
訴
し
な
い
こ
と
が
あ
判
所
構
内
水
戸
検
察
審
査
会
事
務
局
矯

「

く

じ

」

で

選

ば

れ

た

十

一

人

の

民

間

り

ま

す

。

話

は

水

戸

凶

O
O
一
一
で
す
。

納
得
で
き
な
い
不
起
訴
は

検
察
審
査
会
へ
申
立
て
を
〆

塁
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